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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、職場における人々の多様性（ダイバーシティ）と人々の間で生じる
知識を共有する行動（以下、知識共有行動）の関係を、理論とデータをもとに考察することであった。この目的
に関して、上司と職場メンバーの多様性との関係に着目した研究を行うとともに、男女という性別に注目した研
究などを行った。それらの研究に関しては、学会での報告だけでなく、学術的成果を公に発信できる媒体に掲載
するなどの成果をあげた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine, based on theory and data, the 
relationship between diversity in the workplace and the knowledge sharing behavior that occurs among
 people. For this purpose, two studies were conducted: one focused on the relationship between 
diversity of supervisors and workplace members, and the other focused on gender. The results of 
these two studies were not only reported at academic conferences but also published in media that 
can publicly disseminate academic results.

研究分野： 組織行動論

キーワード： 多様性　知識共有行動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、多様性（ダイバーシティ）と知識共有行動の関係について、その関係性をより詳しく見
ていく（すなわち、その関係性を精緻に検討する）ことにある。特に、両者の関係を詳しく論じる際には、理論
だけではなく、データを用いた検討も行った。他方、本研究の社会的意義については、職場における多様性が持
ちうるポジティブな影響をいかにして発揮させることができるのか、という疑問への1つの回答を示すことにあ
る。つまり、職場における人々の多様性がどう知識共有に作用するかを考える一つの糸口を示したことが社会的
意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 市場競争の激化や労働人口の減少を背景に、知識の共有・活用の重要性が叫ばれ、従業員によ
る知識の共有をどう引き出すかが議論されてきた。例えば、市場競争の激化に関わる注目は、従
業員の持つ知識をどう活用するかが、競争優位の源泉となり、企業の将来を左右する可能性があ
るとの見方から生じてきた。他方、労働人口の減少を背景としたものは、企業で長年働くことで
個人に蓄積される、ノウハウ等の目に見えぬ資源を活かす必要性の高まりを反映したものだと
言えよう。 
 知識の共有を従業員から引き出すことについては、知識共有行動研究（knowledge sharing 
behavior; cf. Cabrera, Collins, & Salgado, 2006）や知識隠ぺい行動研究（knowledge hiding 
behavior; cf. Connelly, Zweig, Webster, & Trougakos, 2012）が検討してきた。また、それ
らの研究成果により、個人、集団、組織のそれぞれのレベルにおける、個人による知識共有を促
進・阻害する要因も明らかとなっている（e.g., Cabrera et al., 2006）。 
 ところが、知識共有行動と知識隠ぺい行動に関する既存研究には、多様な人々が知識の共有を
もたらすという暗黙的前提が置かれてきた。すなわち、知識の共有を従業員から引き出すことを
考える上で、人材の多様性が看過しえぬことを両研究群は当然視してきたのである。 
 知識の共有と人材の多様性の関係性に関しては、多様性に関する既存研究が検討してきたが
（e.g., Bunderson & Sutcliffe, 2002; Jackson & Joshi, 2011）、そこで検討されてきた多様
性は数ある多様性を顧みた場合、非常に限定的であると言わざるを得ない。特に、2015 年の「女
性の職業生活における活躍の推進に関する法律（通称：女性活躍推進法）」の成立を契機とする
性別の多様化や再雇用制度の拡充によるデモグラフィーの変容が職場で生じている近年の日本
企業の状況を顧みた場合、そうした多様性の変化が日本企業の職場における知識の共有にいか
なる影響を及ぼすか、という問いを議論する必要性があるだろう。 
 
２．研究の目的 
 本研究の当初の目的は、日本企業の職場において、いかなる多様性が従業員による知識共有行
動に影響を及ぼすかを、理論的および経験的に検討することであった。より具体的には、本研究
の目的は、知識共有行動を促進しうる多様性やその視点を探求することにあった。この目的は、
従業員による知識共有行動に及ぼす多様性に関して、議論される多様性の射程を拡張するとい
う意図を反映したものである。 
 
３．研究の方法 
 まず多様性と知識共有行動の理論的精緻化については、多様性の分類区分（e.g., Jackson & 
Joshi, 2011; Tsui & Gutek, 1999）と組織的デモグラフィーモデル（organizational demography 
model; cf. Pfeffer, 1983）の 2つを理論的基盤に、両者の関係性を検討した。より具体的に
は、既述した諸理論を踏まえ、それらの理論が示唆する内容の共通点・相違点などを検討した。
次に経験的検討に関しては、質問紙データに多変量解析を行った。具体的には、異なるレベル水
準を含むデータに対して、多変量解析を実施した。 
 
４．研究成果 
 研究の主な成果としては、大きく 3 つのカテゴリーに分けることができる。以下においては、
それら 3 つの研究成果について、それぞれ具体的にどのような成果が得られたかを踏まえ、説明
していく。 
 
1）上司とリーダーシップに注目した研究成果 
 1 つ目は、上司に注目した多様性と知識共有行動の関係に関わる研究である。その研究として
は Sunaguchi（2020）が挙げられる。Sunaguchi（2020）においては、上司と部下という関係性
（以下、上司-部下関係）に焦点を絞り、上司-部下関係の関係性に加え、職場内における関係性
の分化が個人と集団に対する多様性の影響にどう作用するかを検討した。より具体的には、
Sunaguchi（2020）では LMX とその分化である LMX Differentiation（i.e., LMXD）と多様性を
踏まえ、それらがいかに部下の態度や行動に影響するかを検討した。その際、影響を受ける個人
の行動として知識共有行動を位置づけるだけでなく、そうした行動の集積による結果として生
じる集団内の知識共有についても言及した。 
 
2）性別に注目した研究成果 
 2 つ目の主な成果は、性別に注目し、多様性の影響を論じた研究成果である。その具体的な研
究成果としては、砂口（2019, 2021）が挙げられる。それらの研究では、男女という性別の視点
から多様性を捉え、その多様性が女性の昇進意欲に影響を及ぼすことを理論的に考察した。その
議論においては、男女という性別の差異が知覚されることで、とりわけ女性の有する知識が活か
されない可能性が示唆されている。さらに、昇進意欲との関係をロールモデルの視点からも検討
したことからも、上司-部下関係でのやりとりが阻害されうるという、多様性と知識共有行動の



関係に関わる示唆を得た。 
 
３）多様性そのものに注目した研究成果 
 最後に挙げられる主な成果は、多様性そのものに注目する研究成果である。ここでいう「多様
性そのものへの注目」とは、多様性のあり方それ自体に着目することを指している。これに関わ
る具体的な研究成果としては、砂口（2020）が挙げられる。砂口（2020）は多様性について関係
的デモグラフィー（relational demography）という捉え方に注目し、関係的デモグラフィーと
いう視点を人的資源管理へ接合した際に示唆される可能性と課題を議論したものである。その
内容の中では、多様な知識を有する人材の管理について、個人と他者との社会的関係性が知識共
有を含めた個人の様々な行動や態度に影響しうることを論じた。すなわち、その内容は多様性が
個人の知識共有行動に及ぼす影響について、関係的デモグラフィーという視点から理論的精緻
化を試みたものであると言えるだろう。 
 
 以上で述べた研究成果 1）〜３）を踏まえ、続いてそれらの研究成果の国内外における位置づ
けとインパクトを述べる。 
 まず国外の研究に対する既述した研究成果の位置づけについては、多様性と知識共有行動の
関係性を様々な視点から検討することで、両者の関係性を論じる視点の拡充および精緻化を行
ったと言える。すなわち、冒頭で述べた「研究開始当初の背景」において言及した暗黙的前提に
対して、多様性と知識共有行動を検討する視点が複数存在することを示唆するとともに、各視点
について具体的な展望や課題を議論した点に、国外の研究に対する本研究のインパクトがある
と言えるだろう。 
 次に、国内研究に対する本研究の位置づけとインパクトを説明する。国内研究に関しては、多
様性に関して様々な議論がなされてきた。しかしながら、そうした研究においても、多様性と知
識共有行動の関係に注目した研究はほとんどなされてこなかった。こうした状況を鑑みた場合、
国内研究に対する本研究の位置づけは、既存の研究が看過してきた多様性の影響について、その
関係の可能性を示唆するだけでなく、その関係を精緻化した部分にあると言える。また、本研究
の持つインパクトに目を移すと、多様性のマネジメントに関する企業ならびに政府の関心がま
すます高まっているという状況がある。そのことを踏まえれば、本研究が持つインパクトとして
は、既存の国内研究が十分な示唆を与えられていなかった点を指摘できたことが挙げられるだ
ろう。 
 最後に、上で述べた 3つの主な研究成果を踏まえた上で、今後の展望を言及していく。まず 1
つめの展望としては、それぞれの研究成果について、より実証的に検討していくことが挙げられ
る。例えば Sunaguchi（2020）では、集団と個人に対して上司-部下関係とその分化が及ぼす影
響について理論的考察がなされている。その内容を踏まえれば、理論的に示唆される関係性につ
いて、そうした示唆をデータによって実証的に検討する必要性があると言えよう。同様のことは、
砂口（2019, 2020, 2021）についても当てはまるものである。すなわち、性別という多様性の捉
え方だけでなく、関係的デモグラフィーという視点から多様性を捉えた場合に関しても、どのよ
うな影響が個人の知識共有行動に生じうるのかという点を実証的に検討する必要性と意義があ
ると言えるだろう。 
 本研究に関する 2つ目の展望としては、3つの主たる研究成果を統合した研究を推進していく
ことが挙げられる。既述したように、本研究の研究成果は主として 3つに分けられる。しかしな
がら、それら 3つの関係性（特に、「3）多様性そのものに注目した研究成果」）に注目し、関係
性をより明瞭にすることを意識することで、3つの研究成果を統合する研究視座が議論できる可
能性がある。さらには、3つの主たる研究成果を統合することによって、本研究の主テーマとな
る多様性と知識共有行動の関係性を複眼的に捉えることが可能になるだろう。したがって、今後
の研究としては、上述した 3 つの研究成果を包摂する枠組みそれ自体を検討する必要があると
言えるだろう。 
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